
市川市のごみ処理について 

高齢者や障がい者を対象とした 
「ごみ出し支援」の検討    

     
 

 
    

平成29年4月 ごみ収集回数を変更 
燃やすごみ 週３回 ⇒ 週２回   
約2,200t  2.8％減  （前年度比） 

夏場の臭い対策 利便性 

 
 

  平成３０年９月３０日 
タウンミーティング資料 

【ごみ減量に向けた取り組み】 

 

①ごみの最終処分場がない  
②クリーンセンターの建て替えが迫っている  
③分別排出が不十分 

「燃やすごみ」の 
  さらなる減量 

ごみ出し弱者への
支援 

夏場(７～９月)に「生ごみ・紙おむつ」の
収集日を週１回追加 

剪定枝を分別収集して資源化を促進 
「ビン・カン」「不燃・有害」の 

収集を 月２回 ⇒ 週１回 

【収集体制の見直し（案）】 収集回数変更後の新たな課題 

利便性 

利便性・減量 

【ごみ処理の課題】 
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